
 

 

～ 日本海難防止協会シンガポール連絡事務所発SRO news ～ 

（Ref No：21－040） 

 

１ パラオの COVID-19 対応について、米国疾病対策予防センター（CDC）の医

療疫学者ハンコック博士は、「パラオは正しい道を進んでいる」と述べた。感

染者数が多い一方で入院者数が少なく、ほとんどが軽い症状で済んでおり、同

氏はワクチン接種率が高いこと及び積極的にブースター接種を受けていること

が要因であると述べた。2 月 7 日現在、入院した人は 20 人で、COVID 感染自体

で入院した人は 9 人であり、他の 11 人は別の疾患で入院した。COVID 感染で入

院した 9 名で、人工呼吸器を必要とし又は重篤化した人はいない。パラオでは、

この 3週間で人口の 1/4相当の 5,000人以上がブースターを接種した。 

原文 

（8th February 2022, Island Times） 

※参考：在パラオ日本国大使館（リンク参照） 

 

２ ミクロネシア連邦（FSM）の巡視船 FSS Micronesiaと FSS Independenceが

ブリスベンに到着した。両船は 1 月 28 日にオーストラリアに引き渡され、FSM

の国境管理・海上監視の役務を終了した。19 名の乗組員は西オーストラリア州

のフリマントルに移動し、新しいガーディアン級巡視船 Tosiwo Nakayama の訓

練を始める。他の 4 名は 6 月に 2 隻目のガーディアン級巡視船の乗組員となる

のに先立ち、ケアンズで技術訓練を受ける。 

原文 

（31st January 2022, Kaselehlie Press） 

 

３ マーシャル諸島（RMI）マジュロでの 2021 年のマグロの積替え・水揚げが

299件に達し、新型コロナの影響を受けた 2020年に比べて 70％増加した。マジ

ュロを通過したマグロは 226,762 トン・1 隻あたり平均 758 トンとなり、2019

年に記録した 1 隻当たり 807 トンを下回るものの、過去 7 年のうち 5 年を上回

るトン数となった。 

原文 

（4th February 2022, Marshall Islands Journal） 

 

４ 仏領ポリネシアでは、海難から環境を守るため、トゥアモトゥ諸島の排他

的経済水域の一部に、15m 以上の船舶が通過すべき安全な航路を設ける計画が

立案されている。中国の大型漁船が座礁してさんご礁を破壊し、海洋汚染の懸

念を引き起こした最近の事件がきっかけで、フランスは航路案の検討を IMO に

提出する意向。 

原文 

https://islandtimes.org/palau-is-on-the-right-track-dr-hancock/
https://www.palau.emb-japan.go.jp/itpr_ja/11_000001_00390.html
https://www.rnz.co.nz/international/pacific-news/460643/navigation-woes-raised-in-french-polynesia


（1st February 2022, Radio NZ） 

 

５ 太平洋諸島フォーラム（PIF）のヘンリー・プナ事務局長が、PIF の亀裂を

修復するため、わずか 1 年半で辞職することになった。ミクロネシア地域のパ

ラオ、ナウル、キリバス、マーシャル諸島及びミクロネシア連邦（FSM）は昨

年初め、同地域が指名した候補者が事務局長に選出されず、PIF 脱退を宣言し

ていた。FSM 政府の報道官は、ニュージーランドのアーデーン首相とオースト

ラリアのペイン外務大臣から、プナ氏が 6 月までに退任することが約束された

と述べた。ミクロネシア諸国は 11日に首脳会議を開き、この情報を元に PIFか

らの脱退の一旦停止を決定した。PIF やニュージーランド政府からのコメント

は出ていない。 

原文 

（14th February 2022, Radio NZ） 

 

６ ニュージーランド国防軍は、海底噴火と津波の救援活動のためトンガに派

遣されていた軍艦を本国に呼び戻すことを決めた。ニュージーランド軍司令官

は、初期の救援対応からトンガの長期的な回復への移行により、2 隻の船はも

はや留まる必要がなくなったと述べた。 

トンガでは、支援団体の活動も緊急援助から復旧・復興活動に移行している。

本国帰還のための航空便も 15日から再開される。初めは市民や重症患者が優先

され、乗客はトンガに到着後、政府の施設で 14日間の隔離となる。また、通信

システムは徐々に復旧しつつあるが、海底ケーブル修理の遅れにより完全復旧

には数週間を要する。 

一方、2 月 14 日時点の新型コロナウイルス感染者数（現在数）はトンガタプ

島とヴァヴァウ諸島で 139 件となっており、新型コロナウイルスの感染拡大が

災害オペレーション環境をより複雑化させている。 

原文 

（11th February 2022, NZ Defence Force） 

原文 

（10th February 2022, OCHA ReliefWeb） 

原文 

（14th February 2022, Matangi Tonga） 

https://www.rnz.co.nz/international/pacific-news/461473/puna-set-to-go-to-heal-pacific-rift
https://www.nzdf.mil.nz/news/nz-navy-ships-to-return-from-tonga-after-roles-in-relief-efforts/
https://reliefweb.int/report/tonga/tonga-volcanic-eruption-situation-report-no-4-10-february-2022
https://matangitonga.to/2022/02/14/total-139-active-covid-19-cases-tonga


 

 

 

  



 

 

 


